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も　り　た　 だ　よ　り（ 1）

岡
山
市
長
選
挙
後
の
始
め
て
の
議
会
と
な
る
９
月
定
例
岡
山
市
議
会
が
、
平
成
21
年
９
月
16
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
会
期
で
、
又
、
平
成
21
年

11
月
27
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
会
期
で
12
月
定
例
岡
山
市
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
１
月
15
日
に
は
平
成
22
年
１
月
臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
１
日
に
岡
山
市
は
政
令
指
定
都
市
に
移
行

し
、
政
令
市
２
年
目
と
な
る
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

さ
て
、
景
気
は
持
ち
直
し
て
い
る
と
の
一
部
報
道
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢

が
続
い
て
お
り
景
気
が
回
復
傾
向
に
あ
る
と
の
認
識
を
持

つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
昨
年
１
月
補
正
予
算
か

ら
始
ま
っ
た
岡
山
市
の
経
済
対
策
・
雇
用
創
出
事
業
の
補

正
総
額
は
、
２
１
２
億
円
余
と
な
り
こ
の
事
業
費
が
、
景

気
・
雇
用
の
回
復
、
又
地
域
の
活
性
化
等
の
確
保
が
図
ら

れ
る
と
考
え
慎
重
審
議
の
結
果
、
市
議
会
で
議
決
を
し
て

き
ま
し
た
。

一
方
合
併
地
域
の
現
状
は
、
岡
山
市
と
建
部
町
が
合
併

を
し
て
３
年
が
経
過
し
、
又
、
御
津
町
は
岡
山
市
と
合
併

を
し
て
、
本
年
３
月
21
日
で
５
年
が
経
過
し
て
合
併
特
例

区
が
解
散
し
ま
す
。
特
例
区
解
散
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
御
津
合
併
特
例
区
協
議
会
で
、
市
当

局
と
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
別
表
の
よ
う
に
対
応
方
針
が

決
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
年
後
に
合
併
を
し
た
建
部
町
合
併
特
例
区
も
御
津
地

域
と
同
様
な
方
向
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
部

地
域
で
は
、
福
渡
高
校
の
跡
地
の
活
用
が
大
き
な
課
題
と

し
て
あ
り
ま
す
が
、
私
も
現
在
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
真

剣
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
を
改
め
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
経
過
・
現
状
報
告
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

森
田
　
卓
司

（
１
）
市
は
許
可
に
当
た
っ
て
地
元
の

方
々
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
付
帯
条

件
を
つ
け
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
を
問
う
。

（
２
）
最
終
処
分
場
の
設
置
者
に
は
維
持

管
理
費
用
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
を
問
う
。

（
３
）
宇
甘
川
流
域
は
、
岡
山
市
域
周
辺

で
最
も
健
全
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。
長
い
歴
史
の
中
で
私
た
ち
の
先
人
た

ち
が
守
り
育
て
て
き
た
里
山
景
観
が
現
在

も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
地
域
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
今
の
ま
ま
で
は

た
と
え
１
つ
１
つ
の
開
発
や
事
業
が
関
係

法
令
に
基
づ
い
て
適
切
に
行
わ
れ
た
と
し

て
も
、
岡
山
市
民
全
体
の
財
産
と
い
う
べ

き
御
津
地
域
の
良
好
な
環
境
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
。
環
境
先
進
都
市
を
目
指
す
岡
山

市
と
し
て
地
域
全
体
の
自
然
環
境
を
保
全

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。
県
立
自

然
公
園
に
指
定
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。環

境
局
長

（
１
）
施
設
設
置
許
可
に
当
た
り
、
事
業

者
が
適
正
な
施
設
建
設
お
よ
び
維
持
管
理

を
行
い
、
住
民
の
不
安
解
消
に
資
す
る
た

め
、
施
設
建
設
途
中
主
要
な
工
程
に
お
い

て
市
の
確
認
検
査
を
受
け
る
こ
と
、
施
設

稼
働
中
の
報
告
書
の
提
出
及
び
市
の
確
認

検
査
を
受
け
る
こ
と
、
維
持
管
理
記
録
の

常
設
及
び
情
報
公
開
を
行
う
こ
と
、
周
辺

地
域
と
の
協
議
、
協
定
の
締
結
に
努
め
る

事
な
ど
で
あ
る
。

（
２
）
平
成
17
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
す

べ
て
の
最
終
処
分
場
設
置
者
に
つ
い
て
埋

立
処
分
終
了
後
の
維
持
管
理
に
か
か
る
経

費
を
埋
立
て
期
間
中
に
積
み
立
て
る
維
持

管
理
積
立
金
制
度
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

に
よ
り
管
理
さ
れ
、
設
置
者
は
埋
立
て
終

了
後
そ
の
年
に
必
要
な
維
持
管
理
経
費
を

同
財
団
に
申
請
す
る
こ
と
で
取
り
崩
す
こ

と
が
で
き
る
。
事
業
者
が
加
入
予
定
の
保

険
は
、不
慮
の
事
故
等
に
対
応
す
る
た
め
、

社
団
法
人
全
国
産
業
廃
棄
物
連
合
会
加
入

業
者
の
み
が
利
用
で
き
る
賠
償
責
任
保
険

で
限
度
額
は
中
間
処
理
施
設
、
最
終
処
分

場
と
も
に
、
各
10
億
円
で
あ
る
。

（
３
）
こ
の
地
域
は
岡
山
市
環
境
保
全
条

例
に
基
づ
く
共
生
地
区
で
あ
る
が
、
現
在

の
生
態
系
を
保
ち
な
が
ら
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
新
た
な
対
応
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
地
元
か
ら
の
県

立
自
然
公
園
編
入
の
要
望
を
受
け
、
昨
年

度
地
域
の
自
然
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
た
後
、
現
在
ま
で
関
係
機
関
等
の
意

見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
調
査
結
果
の
検
証

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
成
果
等

に
基
づ
き
県
立
自
然
公
園
編
入
を
県
に
対

し
て
要
望
を
す
る
。

再
質
問
　
森
田
　
卓
司

（
１
）
地
元
の
不
安
解
消
の
た
め
に
は
、

操
業
中
の
水
質
な
ど
情
報
公
開
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
具
体
的
に
業
者
は
何

を
す
る
の
か
。

（
２
）
県
立
自
然
公
園
の
規
制
内
容
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
事
が
あ
る
の
か
。

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

環
境
局
長

（
１
）
最
終
処
分
場
か
ら
の
浸
出
水
、
処

理
水
並
び
に
周
辺
河
川
水
の
水
質
、
又
焼

却
施
設
か
ら
の
排
ガ
ス
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
結
果
、
又
施
設
の
維
持
管
理
記
録
な

ど
書
面
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

情
報
公
開
す
る
計
画
で
あ
る
。

（
２
）
岡
山
県
自
然
公
園
条
例
に
お
い
て

は
、
土
地
の
形
状
変
更
を
行
う
場
合
、
事

前
に
届
出
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
届
出
に
対
し
て
は
国
立
公
園
に

準
じ
て
風
景
の
適
正
な
維
持
を
図
る
と
い

う
観
点
か
ら
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

豊かな自然環境に住む「うつくしい心」を持った市民の気持ちを大切に

個
人
質
問
項
目

平
成
21
年
９
月
定
例
市
議
会

・
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
）

・
合
併
特
例
区
終
了
後
の
事
業
に
つ
い
て

平
成
22
年
11
月
定
例
市
議
会

・
防
災
対
策
の
一
元
化
に
つ
い
て

・
歳
入
に
つ
い
て
（
市
税
）

（
御
津
・
灘
崎
地
域
の
事
業
所
税
）

・
豊
か
な
自
然
環
境
に
住
む
美
し
い
心
を
持
っ
た

市
民
の
方
々
の
気
持
ち
を
大
切
に
（
御
津
虎
倉

地
区
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
に
つ

い
て
）

・
水
道
管
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

（御津虎倉地区産業廃棄物処理施設の設置許可について）

森
田
　
卓
司

岡
山
市
の
２
０
０
９
年
度
の
税
収
の

見
通
し
は
ど
う
か
。
又
、
今
年
度
の
予

算
執
行
に
対
し
て
の
影
響
は
あ
る
か
。

w
谷
市
長

本
年
度
の
税
収
に
つ
い
て
は
、
法
人

市
民
税
以
外
は
ほ
ぼ
当
初
の
予
算
に
近

い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
来
の
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
想
定
以
上
に
落
ち
込
む
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
、

当
初
予
算
に
対
し
て
15
億
円
か
ら
20
億

円
程
度
の
減
収
と
見
込
ん
で
お
り
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
歳
出
に
つ
い
て
は
執
行
残
の
留
保

な
ど
、
よ
り
一
層
の
効
率
的
な
執
行
に

努
め
る
と
共
に
、
そ
し
て
歳
入
に
つ
い

て
は
一
層
の
増
収
に
向
け
て
努
力
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
い
ま
だ
景
気
回
復
が
確
か
な
も

の
と
な
ら
ず
、
本
市
に
お
い
て
も
厳
し

い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
ま
す
が
、
こ

う
し
た
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も
安
定

し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体

力
が
必
要
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
行
財
政

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
断

行
し
、
財
政
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
必

要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
や
さ
ら
に

は
景
気
や
雇
用
の
た
め
の
事
業
も
実
行

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

岡山市の2009年度の税収の見通しはどうか
岡山市経済対策・雇用創出事業の推移 

平成20年度1月補正 

平成20年度2月補正 

平成21年度当初 

平成21年度当初追加 

平成21年度6月補正 

平成21年度8月補正 

平成21年度11月補正 

平成21年度1月補正 

　　　　計 

939 

11,371 

153 

132 

5,149 

1,666 

17 

1,790 

21,217

事 業 費 

（単位：百万円） 

本
年
元
日
の
山
陽
新
聞
に
よ
る
と
、
２
０
０
５
年
に
出

生
数
と
死
亡
数
が
逆
転
、
２
０
０
９
年
に
は
、
出
生
数
が

前
年
比
２
万
人
減
・
死
亡
数
は
統
計
資
料
を
と
り
始
め
て

以
降
最
多
で
あ
る
と
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
人
口
減

が
加
速
さ
れ
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

岡
山
市
で
は
、
２
０
０
９
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
６
、６
２
３
人
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
は
、
５
、６
９
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
若

干
増
加
傾
向
で
別
表
の
人
口
統
計
表
の
と
お
り
で
す
。

統
計
に
よ
る
と
、
建
部
・
御
津
地
域
と
も
過
去
３
年
間

で
２
８
０
人
程
度
の
人
口
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
t
谷
市

長
は
岡
山
市
か
ら
日
本
を
変
え
る
よ
う
頑
張
る
と
常
々
発

言
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
・
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す

が
、
建
部
・
御
津
地
域
が
高
齢
化
・
人
口
減
時
代
を
元
気

に
楽
し
く
そ
し
て
、力
強
く
生
活
し
て
い
く
事
が
で
き
る
、

先
進
的
な
地
域
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

今
年
も
、
誠
実
に
・
着
実
に
・
元
気
一
杯
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

年齢 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 

0～10歳 

11～20歳 

21～30歳 

31～40歳 

41～50歳 

51～60歳 

61～70歳 

71～80歳 

81～90歳 

91～100歳 

101～110歳 

総計 

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 

総計 

年齢男女別住民基本台帳人口　　（平成21年11月末現在） 

男女別住民基本台帳人口　　（平成18年度11月末） 

旧御津町 

旧建部町 旧御津町 岡山市（旧御津、旧灘崎を含む） 

岡山市（合併4町を含む） 旧建部町 

202

290

298

303

321

455

490

452

208

30

1

3,050

203

276

246

248

353

436

511

590

400

96

0

3,359

405

566

544

551

674

891

1,001

1,042

608

126

1

6,409

399

437

498

584

500

715

759

567

258

34

1

4,752

323

399

469

553

475

722

794

731

567

126

9

5,168

722

836

967

1,137

975

1,437

1,553

1,298

825

160

10

9,920

37,777

34,607

41,001

52,912

41,722

43,677

41,658

26,718

10,328

1,114

24

331,538

35,850

33,256

41,876

52,882

43,068

44,966

45,890

35,573

19,997

4,326

150

357,834

73,627

67,863

82,877

105,794

84,790

88,643

87,548

62,291

30,325

5,440

174

689,372

3,169 3,522 6,691 4,881 5,320 10,201 318,960 343,248 662,208

岡山市の人口統計表 



も　り　た　 だ　よ　り （ 2）

森
田
　
卓
司

林
政
課
が
御
津
支
所
に
設
置

さ
れ
た
経
緯
と
、
21
年
度
の
機

構
改
革
で
本
庁
の
農
林
水
産
課

水
産
林
政
係
と
し
た
根
拠
は
何

か
。
又
、
御
津
・
建
部
・
足
守

等
農
山
村
地
域
、
中
山
間
地
域

を
所
管
す
る
北
区
に
は
、
中
山

間
地
域
対
策
室
の
よ
う
な
、
農

林
水
産
を
含
む
地
域
振
興
ま
で

含
ん
だ
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

門
が
必
要
で
は
な
い
か
。

行
政
改
革
担
当
局
長

岡
山
市
と
合
併
後
機
構
改
革

で
林
務
行
政
の
体
制
を
強
化
す

る
と
同
時
に
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

も
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
御

津
支
所
に
新
設
さ
れ
た
組
織
で

あ
る
。

林
政
課
の
地
域
ニ
ー
ズ
等
対

応
機
能
を
北
区
役
所
農
林
水
産

振
興
課
に
移
行
し
、
本
課
機
能

を
本
庁
の
農
林
水
産
課
水
産
林

政
係
と
組
織
す
る
こ
と
で
、
関

係
団
体
と
の
関
連
も
含
め
て
、

水
産
と
林
務
の
よ
り
一
体
的
な

施
策
の
実
施
を
図
る
た
め
で
あ

る
。な

お
、
北
区
の
広
大
な
所
管

区
域
に
対
応
す
る
た
め
、
北
区

役
所
農
林
水
産
振
興
課
施
設
土

木
第
２
係
が
北
区
土
木
農
林
土

木
分
室
で
、
今
ま
で
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
な
が
ら

迅
速
な
対
応
を
し
て
い
る
。

機構改革の目的は何か

森
田
　
卓
司

（
１
）
８
月
３
日
の
イ
ノ
シ
シ

対
策
の
講
演
会
に
は
、
何
名

程
度
の
受
講
者
そ
し
て
そ
の

方
々
の
感
想
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

（
２
）
講
習
会
を
是
非
と
も
実

態
の
合
っ
た
地
域
（
建
部
・

御
津
等
）
で
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
３
）
猟
友
会
の
方
々
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
全
市
的
な
平
均
年
齢
、

建
部
・
御
津
・
足
守
地
域
の

地
域
別
の
平
均
年
齢
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

（
４
）
全
市
的
な
駆
除
班
の
数

と
、
こ
こ
数
年
の
駆
除
班
の

増
減
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

（
５
）
イ
ノ
シ
シ
の
１
頭
あ
た

り
の
捕
獲
補
助
金
制
度
の
見

直
し
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

又
、
岡
山
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
で
示
さ
れ
て
い
る
軽

減
目
標
10
％
は
達
成
で
き
る

の
か
。

（
６
）
電
気
さ
く
と
か
ト
タ
ン

さ
く
は
、
要
望
が
あ
れ
ば
緊

急
的
に
設
置
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
又
、

平
成
21
年
度
か
ら
の
整
備
計

画
の
根
拠
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

経
済
局
長

（
１
）
津
高
・
一
宮
・
牟
佐
・

御
津
・
建
部
等
か
ら
約
70
名

の
方
が
受
講
さ
れ
、
イ
ノ
シ

シ
の
生
態
や
習
性
な
ど
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
知
識
が

得
ら
れ
大
変
参
考
に
な
っ
た

等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

（
２
）
岡
山
市
と
し
て
は
初
め

て
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
今

後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
会

場
で
講
演
会
が
開
催
で
き
る

よ
う
計
画
を
す
る
。

（
３
）猟
友
会
の
平
均
年
齢
は
、

平
成
20
年
11
月
現
在
で
、
全

市
で
63
歳
・
建
部
で
65
歳
・

御
津
で
62
歳
・
足
守
で
66
歳

で
あ
る
。

（
４
）
全
市
で
14
班
、
建
部
で

２
班
、
御
津
で
４
班
、
足

守
・
高
松
・
吉
備
で
１
班
と

な
っ
て
お
り
、
駆
除
班
の
数

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

（
５
）補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

１
頭
当
た
り
の
補
助
単
価
が

切
り
下
が
ら
な
い
よ
う
、
捕

獲
計
画
に
基
づ
く
事
業
実
施

と
必
要
な
予
算
の
確
保
に
つ

い
て
検
討
を
す
る
。

又
、
イ
ノ
シ
シ
の
餌
と
な

る
収
穫
物
を
圃
場
に
放
置
し

な
い
等
の
意
識
啓
発
に
努
め

る
等
、
関
係
者
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
被
害
の
軽
減
目

標
の
達
成
に
努
力
す
る
。

（
６
）
こ
れ
ま
で
県
の
事
業
を

活
用
す
る
事
で
、
予
算
措
置

や
予
算
の
執
行
に
は
制
限
が

あ
っ
た
。
今
年
度
よ
り
新
た

に
岡
山
市
地
域
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
、
国
の
事

業
を
活
用
し
て
電
気
さ
く
等

の
施
設
整
備
が
で
き
る
事
に

な
り
、
要
望
が
協
議
会
へ
出

さ
れ
れ
ば
、
協
議
会
で
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
、

地
域
の
要
望
に
応
じ
て
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
計
画

を
し
て
い
る
。
又
、
平
成
21

年
度
か
ら
の
電
気
さ
く
等
の

整
備
計
画
は
、
対
策
協
議
会

で
国
の
事
業
計
画
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
予
算
を
上

回
る
要
望
に
も
対
応
で
き
る
。

計画的なイノシシの被害対策を望む

森田へのご意見・ご要望がありましたら…　
TEL：22-2237・22-9900 FAX：22-9911
携帯電話：090-1337-2249
E-mail:t-morita@po12.oninet.ne.jp

昨
年
は
、
国
政
で
は
政
権
交

代
が
あ
り
民
主
党
を
中
心
と
し

た
連
立
政
権
が
発
足
し
ま
し

た
。岡

山
市
で
は
市
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
現
職
の
t
谷
市
長
が
再

選
を
果
た
し
政
令
市
岡
山
の
舵

取
り
を
託
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
止

め
、
皆
様
方
と
の
対
話
を
基
本

に
市
議
会
議
員
と
し
て
の
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
部
地
域
で
は
、
今
年
も
元

旦
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
６

日
に
は
新
春
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
元
気

な
建
部
の
平
成
22
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

森
田
　
卓
司

（
１
）
施
設
等
の
管
理
運
営
は

今
回
の
９
月
定
例
市
議
会
に

も
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、
市

が
管
理
運
営
を
す
る
こ
と
で
、

御
津
地
域
の
方
々
も
今
ま
で

同
様
利
用
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
安
心
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
河
原
邸
・
御
津
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
方
針

は
ど
う
か
。

全
国
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
等
、

現
在
特
例
区
事
業
と
し
て
運

営
を
し
て
い
る
事
業
の
特
例

区
解
散
後
の
方
針
を
問
う
。

（
２
）
合
併
地
域
は
す
べ

て
、
区
長
制
度
で
地
区

ご
と
の
課
題
や
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
特
例
区

解
散
後
の
区
長
制
度
に

対
す
る
、
議
論
の
状
況

と
方
針
を
問
う
。

（
３
）
確
認
を
含
め
て
質

問
を
す
る
が
、
新
市
建

設
・
新
市
基
本
計
画
の

期
間
中
10
年
間
は
、
御

津
・
灘
崎
を
含
む
合
併

４
地
域
は
支
所
に
産
業

建
設
課
を
残
す
と
の
約

束
で
あ
っ
た
が
、
現
在

も
状
況
に
変
化
が
な
い

こ
と
を
確
認
を
す
る
。

（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
方
針

は
ど
う
か
。

新
市
建
設
計
画

推
進
担
当
局
長

（
１
）
河
原
邸
は
岡
山
県

の
所
有
財
産
で
あ
る
。

岡
山
県
と
協
議
を
進
め

る
中
で
、
特
例
区
協
議

会
、
地
元
の
地
域
活
性

化
協
議
会
と
協
議
を
行

い
適
切
な
形
で
の
対
応

が
で
き
る
よ
う
調
整
し

て
い
る
。

御
津
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
は
、
図
書
館

並
び
に
公
民
館
を
併
設
し
た

生
涯
学
習
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
る
た
め
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。
又
、
ソ
フ
ト
事

業
に
つ
い
て
は
現
在
の
状
況

は
、
関
係
局
室
と
検
討
を
し

て
お
り
、
特
例
区
協
議
会
と

も
協
議
す
る
中
で
調
整
を
し

て
い
く
。

（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

街
路
交
通
課
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
就
学
課
を
担
当
課
と
し

て
事
業
継
続
を
す
る
。

安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
担
当
局
長

（
２
）
平
成
21
年
８
月
に
御
津

地
域
区
長
会
臨
時
総
会
に
従

来
か
ら
あ
る
、
町
内
会
制
度

に
移
行
す
る
こ
と
、
助
成
金

や
連
合
組
織
な
ど
町
内
会
制

度
の
仕
組
み
を
説
明
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

行
政
改
革
担
当
局
長

（
３
）
平
成
19
年
11
月
議
会
で

の
答
弁
の
と
お
り
、
考
え
方

に
変
化
は
な
い
。

合併特例区終了後の具体的な地域づくりはどうなるか

御津合併特例区が管理・運営している施設・イベント・その他の対応方針（最終版） 

御津スポーツパーク 
 

かながわSAKAGURA 
 
承芳ふれあい広場 
 
 

御津町郷土歴史資料館・交流プラザ 
 
 
 
 
御津町農村環境改善センター 

1 
 

2 
 
3 
 
 

4 
 
 
 
 
5

御津スポーツパーク 
 

かながわSAKAGURA 
 
承芳ふれあい広場 
岡山市御津町郷土歴史資料館 
 
 
御津ふれあいプラザ 
 
 
御津図書館 

御津公民館 

指定管理 
 

指定管理 
 
委　　託 
直　　営 
 
 
直　　営 
 
 
直　　営 

直　　営 

（新設）会議室　冷暖房使用料　200円/1h 
 

現行どおり 
 
夜間照明料　200円/1回→400円/1h 
資料館入館料　100円→無料 
交流プラザ使用料 
　時間帯料金→1時間ごとの料金 
　【ホール】600円/1h 
　【研修室】300円/1h 
　【和　室】200～300円/1h 
現行どおり 

料金体系（公民館分）を見直し 

4月1日から指定管理となる 
〔スポーツ振興課〕 
駐車場については、地権者と賃貸借 
契約を締結　　　　　　  〔観光課〕 
〔スポーツ振興課〕 
〔文化財課〕 
 
 
〔市民企画総務課〕 

特例区事業名（現在） 番号 施設名称（H22.3.22～） 運営形態 使　用　料　等 そ　の　他 

河原邸（県有財産） 6 河原邸（県有財産） 委　　託 入館料は無料とし、岡山県と地元活性化協議会で契約を締結する 

・建物は公民館・図書館に区分し、土
地は、公民館部分・図書館部分・御津
支所管理部分に区分する。 

ふるさとフェスティバル 
全国獅子舞フェスタ 
健康マラソン大会 
公民館まつり 
夏祭り in みつ 
大青空市 

1 
 
2 
3 
4 
5

ふるさとフェスティバル 
全国獅子舞フェスタ 
健康マラソン大会 
公民館まつり 
夏祭り in みつ 
大青空市 

実行委員会 
　　〃 
　　〃 
岡山市立公民館 
実行委員会 
　　〃 

実行委員会と協議検討したが、実施不能状況である 
実行委員会と協議検討したが、実施不能状況である 
スポーツ振興課で予算組し、実施予定 
岡山市立公民館で予算組し、実施予定 
夏祭り in みつ実行委員会を設立し区づくり推進事業（広域交流部門）にエントリー予定 
地元生産者団体で継続実施予定 

特例区事業名（現在） 番号 
イベント関係 

イベント名（H22.3.22～） 運営形態 備　　　　　　　考 

コミュニティバス 
 
区長会の運営 
町有林の維持管理 

1 
 
2 
3

（参考）合併協定事項　協定項目18　使用料、手数料等の取扱いについて（抜粋） 
　　　　1　使用料については、原則として現行のとおりとする。ただし、同一又は類似する施設の使用料については、施設の規模、実態等を考慮し調整を図るものとする。 
（注）イベント関係については変更の可能性あり 

コミュニティバス 
スクールバス 
岡山市連合町内会 
市有林の維持管理 

街路交通課 
教育委員会 
町内会 
農林水産課 

コミュニティバス便とスクールバス便とに分離し、現行どおり引き継ぐ 
 
岡山市連合町内会に加入する（3小学校区）予定（2月の御津地域区長会総会で決定） 
農林水産課直営事業として継続実施 

特例区事業名（現在） 番号 
その他 

事業名（H22.3.22～） 実施形態 備　　　　　　　考 

※1月19日御津合併特例区提出資料 

平成22年岡山市消防出初式

平成21年11月定例市議会での個人質問


